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空港来場前に自宅で体調チェック
（熱がある・のどが痛い・咳が出る

方は外出をお控えください）

スカイデッキは1スパン1組
（来場制限可能性あり）

飲食店舗・フードコート・
待合スペースでの座席制限

案内所・カウンター・店舗への
飛沫感染防止予防シート設置

施設内へのフロアシート導入
によるソーシャルディスタンスの確保

Web・セルフチェックイン等の利用推奨
受託荷物削減による接触減

手洗い・消毒の徹底をお願いします

一部施設への入場・利用制限 キャッシュレス決済の推奨

マスク着用のうえご来場ください

常時開放による換気を徹底
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〜
町
の
起
源
・
八
開
〜

　
今
年
は
、
愛
西
市
が
平
成
の
大
合

併（
２
０
０
５（
平
成
17
）年
）に
よ
り

成
立
し
て
15
年
の
節
目
で
す
。
市
の

北
西
部
で
あ
る
八
開
地
区
は
、
１
９

０
６（
明
治
39
）年
に
八
輪
村
と
開
治

村
が
合
併
し
た
八
開
村
が
起
源
で
す
。

　
八
輪
村
は
江
西
や
赤
目
な
ど
八
つ

の
輪
中
集
落
が
、
開
治
村
は
鵜
多
須

や
二
子
な
ど
の
集
落
が
合
併
し
て
成

立
し
た
村
で
す
。
当
時
は
佐
屋
川
が

二
村
の
境
で
し
た
。

　
明
治
時
代
ま
で
は
、
木
曽
川
か
ら

佐
屋
川
が
分
流
し
、
現
在
の
愛
西
市

域
を
南
北
に
貫
い
て
流
れ
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
初
頭
、
尾
張
藩
を
囲

う
よ
う
に
御
囲
堤
が
築
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
当
地
で
は
佐
屋
川
左
岸
に

御
囲
堤
が
築
か
れ
、
対
岸
に
は
立
田

輪
中
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
佐
屋
川

が
廃
川
と
な
っ
た
今
、
二
子
町
に
あ

る
山
神
社
が
建
っ
て
い
る
高
台
は
、

御
囲
堤
の
貴
重
な
名
残
で
す
。

　
八
開
地
区
の
代
表
風
景
に
東
海
大

橋
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
江
戸
時
代

の
重
要
な
街
道
、
尾
張
藩
と
高
須
藩

と
を
つ
な
ぐ
高
須
街
道
が
当
地
を
通

り
、
重
要
な
渡
し
が
あ
っ
た
歴
史
を

物
語
り
ま
す
。
今
も
周
辺
に
は
、
高

須
街
道
の
道
標
、
三
輪
市
太
郎
の
顕

彰
碑
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

藤
ケ
瀬
町
や
赤
目
町
は
、
尾
張
藩
の

重
職
を
担
っ
た
横
井
家
の
在
所
だ
っ

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
領
内
川
・
鷹

場
町
な
ど
の
地
名
に
そ
の
歴
史
が
記

憶
さ
れ
、
菩
提
寺
な
ど
の
史
跡
が
あ

り
ま
す
。

問　市観光協会　☎（55）9993

空港からのご案内

県営名古屋空港からのお願い
　空港をご利用の際は、航空機やバスの運行状況、旅客ターミナルビルの開館時間、店舗や施設の営業
時間などの最新の情報を各社ホームページなどでご確認ください。
　新しい生活様式やマナーを守ったご利用にご協力をお願いします。

二子町にある山神社が建つ高台

給父町にある高須街道の道標


